
第
25
期
定
期

総
代
会
開
催！

イ
ン
タ
ー
セ
ン
タ
ー
３
階 

バ
ン
ケ
ッ
ト
ホ
ー
ル

6
月
11
日（
日
）   

午
後
1
時

　
今
年
の
総
代
会
は
、
6
月
11
日（
日
）
に
リ

バ
ー
モ
ー
ル
西
側
の
イ
ン
タ
ー
セ
ン
タ
ー
3
階

バ
ン
ケ
ッ
ト
ホ
ー
ル
で
午
後
1
時
か
ら
開
催
さ

れ
ま
す
。
会
議
に
先
立
ち
、
こ
の
六
甲
ア
イ
ラ

ン
ド
だ
よ
り（
自
治
会
報
）で
議
案
書
の
内
容

を
住
民
の
皆
様
に
公
表
し
ま
す
。
推
薦
も
し

く
は
立
候
補
で
総
代
に
な
ら
れ
た
方
は
総
代

会
当
日
の
ご

出
席
も
し
く

は
委
任
状
の

ご
提
出
を
よ

ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
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し
て
い
ま
す
。未
だ
そ
う
し
た
課
題
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
引
続
き
セ
ン
タ
ー
運

営
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
共
に
、注
意
深
く

「
ま
ち
の
声
」
に
耳
を
傾
け
て
参
り
ま

す
。

　

当
期
の
実
施
し
た
活
動
内
容
に
つ
い

て
は
、各
々
専
門
部
毎
に
報
告
し
ま
す
。

　
「
役
員
マ
ニ
ュ
ア
ル
資
料
集
」
の
作
成

と
整
備
。「
新
任
役
員
向
け
懇
話
研
修

会
」
の
開
催
を
改
め
て
取
り
組
み
ま
し

た
。「
役
員
マ
ニ
ュ
ア
ル
資
料
集
」
は
年

間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
表
と
各
街
区
理
事
会

事
業
と
連
携
で
き
る
よ
う
な
詳
細
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
表
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
公

開
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
よ
う
に
整

備
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
「
新
任
役
員
懇
話
研
修
会
」
を

2
回
開
催
し
、
2
0
1
6
年
10
月
は
5

街
区
6
名
、
2
0
1
7
年
3
月
に
は
7

街
区
7
名
の
新
任
役
員
に
参
加
い
た
だ

き
ま
し
た
。こ
う
し
た
取
組
み
は
街
区

役
員
の
自
治
会
活
動
の
理
解
を
深
め
、

負
担
軽
減
・
役
員
会
議
事
の
円
滑
な

進
行
・
役
員
間
の
交
流
に
つ
な
が
る
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
だ
よ
り
を
計
画
通

り
年
５
回
発
行
し
た
他
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
て
自
治
会
活
動
及
び
イ
ベ
ン
ト
等

の
情
報
発
信
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。「
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
」
を
テ
ー
マ
と

し
た
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
は
同
時
期
に

他
の
コ
ン
テ
ス
ト
と
重
な
っ
た
関
係
も

あ
り
、
前
年
よ
り
応
募
数
は
減
少
し
ま

し
た
が
、
60
点
の
応
募
が
あ
り
定
着
し

て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
情
報
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
第
５
版
へ

の
改
定
に
向
け
て
、
情
報
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

改
定
委
員
会
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

夏
祭
り
（
Ｒ
Ｉ
Ｃ
サ
マ
ー
イ
ブ
ニ
ン

グ
・
カ
ー
ニ
バ
ル
）
や
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
な
ど
自
治
会
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
を

事
業
部
が
中
心
と
な
っ
て
行
い
、
無
事

故
・
無
災
害
で
盛
況
の
う
ち
に
終
了
で

き
ま
し
た
。

（
ご
参
考
） 

R
I
C
夏
祭
り
／
延
べ
来

場
者
数

2
0
1
6
年（
約
3
万
人
）、2
0
1
5

年（
約
2
・
5
万
人
）、2
0
1
4
年（
約

2
・
5
万
人
）、2
0
1
3
年（
雨
天
中

止
）、2
0
1
2
年（
約
2
万
人
）

　

こ
の
よ
う
な
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
は
、

自
治
会
の
限
ら
れ
た
員
数
・
予
算
だ

け
で
は
、と
て
も
で
き
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。本
当
に
あ
り
が
た
く
思
い
ま

す
の
は
、
各
街
区
管
理
組
合
、
諸
団
体
、

住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
サ
ポ
ー

ト
ご
協
力
の
大
き
さ
で
す
。

　

事
業
部
の
活
動
を
通
し
て
、
住
民
の

力
で
イ
ベ
ン
ト
活
動
を
支
え
あ
う
と
い

う
こ
の
街
の
素
晴
ら
し
い
伝
統
を
大
切

に
継
承
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
今
後
共
ご
理
解
と
ご
支
援
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

当
期
、
環
境
部
で
は
以
下
の
通
り
活

動
し
ま
し
た
。

⑴
2
0
1
6
年
4
月
、
シ
テ
ィ
ヒ
ル
東

　

緑
地
桜
並
木
の
樹
勢
回
復
処
置
の

　

進
捗
状
況
お
よ
び
樹
木
の
生
育
状

　

況
の
確
認
。

⑵
街
路
灯
点
検
、夏
と
冬
の
年
二
回
。

⑶
東
灘
区
内
一
斉
清
掃
（
ク
リ
ー
ン
大

　

作
戦
）。天
候
の
関
係
で
５
月
29
日

　

の
春
の
み
実
施
。

⑷
街
区
か
ら
要
望
が
出
さ
れ
た
歩
道

　

敷
石
の
盛
り
上
が
り
等
に
つ
い
て
、

　

状
況
を
確
認
し
東
部
建
設
事
務
所

　

へ
報
告
。

⑸
吸
殻
、
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
防
止
運
動

　

は
「
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
は
ポ
イ
捨
て

　

ゼ
ロ
の
ま
ち
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
名
称

　

を
改
め
、
1
月
を
除
く
毎
月
第
一
月

　

曜
朝
に
実
施
。

　

以
上
の
活
動
の
結
果
、
桜
並
木
の
生

育
状
況
は
良
好
で
、
樹
勢
回
復
処
置
が

適
切
で
あ
っ
た
と
確
認
し
ま
し
た
。桜

の
公
園
に
つ
い
て
は
、
東
部
建
設
事
務

所
と
協
議
の
う
え
実
現
に
向
け
て
進
み

始
め
て
い
ま
す
。街
路
灯
点
検
で
は
多

く
の
住
民
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、

お
か
げ
さ
ま
で
結
果
集
計
か
ら
報
告
ま

で
の
時
間
短
縮
が
図
れ
ま
し
た
。東
部

建
設
事
務
所
に
は
入
念
な
補
修
に
取

り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。区

内
一
斉
清
掃（
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
）で
は
、

住
民
の
方
々
に
楽
し
く
参
加
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
エ
リ
ア
分
け
を
見
直
し

ま
し
た
。敷
石
の
が
た
つ
き
問
題
に
つ
い

て
は
、
当
期
に
は
積
極
的
な
活
動
を
行

え
て
お
り
ま
せ
ん
。「
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド

は
ポ
イ
捨
て
ゼ
ロ
の
ま
ち
」
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
で
は
、
活
動
開
始
の
頃
よ
り
ご
み
の

量
が
半
減
し
、
本
活
動
が
島
内
の
清
掃

活
動
拡
充
の
一
翼
を
担
っ
て
い
る
こ
と

を
実
感
し
て
い
ま
す
。ま
た
12
月
に
は

神
戸
新
交
通
の
ご
協
力
を
得
て
、
ポ
イ

捨
て
禁
止
啓
発
の
た
め
の
携
帯
灰
皿
を

ラ
イ
ナ
ー
北
口
駅
に
総
数
5
0
0
個
設

置
し
た
と
こ
ろ
、た
ち
ま
ち
無
く
な
り
、

有
効
利
用
さ
れ
て
い
る
手
ご
た
え
を
感

じ
て
い
ま
す
。シ
テ
ィ
ヒ
ル
外
企
業
と
の

連
携
は
、
残
念
な
が
ら
未
だ
端
緒
に
つ

い
て
お
り
ま
せ
ん
。

⑴
防
災
担
当
者
会
議
を
8
回
開
催
し

　

て
延
べ
3
0
0
名
の
出
席
者
は
防
災
・

　

減
災
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し

　

た
。

　

外
部
講
師
の
指
導
を
3
回
受
け
な

　

が
ら
街
区
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見
直

　

し
を
行
い
ま
し
た
。

⑵
避
難
所
運
営
訓
練
ゲ
ー
ム
を
作
成

　

し
ま
し
た
。こ
れ
は
災
害
が
起
こ
っ

　

た
後
の
混
乱
を
疑
似
体
験
す
る
と
共

　

に
、
震
災
関
連
被
害
を
軽
減
す
る
目

　

的
で
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑶
3
月
12
日
に
全
戸
一
斉
防
災
訓
練
を

　

開
催
。

・
各
街
区
の
理
事
と
防
災
担
当
者
4
2
7

　

名
が
4
，4
3
5
世
帯
の
安
否
確
認

　

を
し
た
他
、
機
材
点
検
、
ケ
ガ
人
搬

　

送
訓
練
な
ど
も
実
施
し
ま
し
た
。

・
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
病
院
と
の
連
携
を

　

図
り
、
参
加
者
は
ト
リ
ア
ー
ジ
の
講

　

習
を
受
け
ま
し
た
。

・
向
洋
中
学
校
の
生
徒
に
よ
る
訓
練
参

　

加
が
有
り
ま
し
た
。

⑷
積
み
残
し
課
題
は
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル

　

の
改
訂
が
多
く
の
街
区
で
作
業
途

　

上
に
あ
る
事
で
す
。

⑸
東
灘
警
察
署
と
の
連
携
に
よ
り
自

　

転
車
盗
難
予
防
の
働
き
か
け
を
行

　

い
ま
し
た
。

⑹
他
団
体
と
共
同
し
て
震
災
メ
モ
リ

　

ア
ル
ウ
ォ
ー
ク（
1
月
）、
市
民
放
水

　

大
会
に
参
加（
1
月
）し
ま
し
た
。
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六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
ま
ち
び

ら
き
30
周
年
を
前
に
し
て
、
い
ま
ま
で

止
ま
っ
て
い
た
事
業
が
動
き
始
め
ま
し

た
。国
道
２
号
大
阪
湾
岸
道
路
西
伸
部

（
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
北
〜
駒
栄
）事
業
化

で
す
。道
路
開
通
に
伴
い
影
響
を
受
け

る
街
区
管
理
組
合
、
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
、
自
治
会
執
行
部
か
ら
委
員
を
選
出

し
事
業
者
側
と
事
業
協
議
会
を
発
足

さ
せ
ま
し
た
。協
議
会
で
は
環
境
基
準

等
を
満
足
す
る
よ
う
に
意
見
交
換
を

行
い
な
が
ら
10
年
後
の
完
成
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。な
お
、協
議
内

容
に
つ
い
て
は
役
員
会
で
報
告
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
「
ま
ち
び
ら
き
30
周
年
記
念
事

業
」に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
域
振
興
会
と

神
戸
市
、
当
自
治
会
で
実
行
委
員
会
を

発
足
さ
せ
具
体
的
な
活
動
を
開
始
し

ま
し
た
。ま
ず
、
ロ
ゴ
マ
ー
ク
と
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
の
公
募
を
行
い
決
定
さ
れ
ま
し

た
。

　

な
お
、
前
年
に
引
き
続
い
て
実
施
さ

れ
た
、
リ
バ
ー
モ
ー
ル
南
側
の
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
の
施
設
に
つ
い
て
も
、
株
式
会
社

L
E
M
工
房
（
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
長
町
志

穂
氏
）と
話
を
し
な
が
ら
、
リ
バ
ー
モ
ー

ル
の
北
側
の
よ
う
な
明
る
さ
だ
け
で
な

く
、
川
面
に
ラ
イ
ト
が
映
る
デ
ザ
イ
ン

や
音
の
出
る
ベ
ン
チ
等
の
設
置
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。今
後
も
引
き
続
き

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
の
イ
ベ
ン
ト
テ
ー
マ
カ

ラ
ー
等
に
つ
い
て
も
住
民
要
望
を
踏
ま

え
な
が
ら
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

防
災
関
係
で
は
、
防
災
福
祉
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
か
ら
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
派
遣

を
し
て
い
た
だ
き
、
わ
か
り
や
す
い
防

災
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

　

な
お
、昨
年
３
月
に
開
設
し
た「
六
ア

イ
情
報
・
交
流
セ
ン
タ
ー
」に
は
、
こ
の

一
年
間
で
延
べ
６
，６
６
０
名
の
方
が
来

館
し
、
ま
ち
の
情
報
交
換
や
交
流
が
行

わ
れ
て
お
り
ま
す
。セ
ン
タ
ー
に
寄
せ

ら
れ
た
情
報
の
中
か
ら
、
ま
ち
全
体
に

係
る
課
題
が
見
出
さ
れ
た
場
合
に
は
自

治
会
の
活
動
と
し
て
取
り
組
む
こ
と
と

第
25
期
（
２
０
１
6
年
度
）
事
業
報
告

◎
総
務
部

◎
広
報
部

◎
事
業
部

◎
環
境
部

◎
生
活
安
全
部

ようこそ六甲アイランドへ！！
安全・安心のまちづくりにご協力を！！



第77号第77号

管
理
組
合
役
員
及
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
の
ご
協
力
が
不
可
欠

で
す
の
で
、
こ
れ
ま
で
同
様
に
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

⑴
R
I
C
サ
マ
ー
イ
ブ
ニ
ン
グ
・

　

カ
ー
ニ
バ
ル（
夏
祭
り
）

　

六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
最
大
の
行
事

「
R
I
C
サ
マ
ー
イ
ブ
ニ
ン
グ
・
カ
ー

ニ
バ
ル
」
は
、
地
域
住
民
の
力
の
結
集

で
す
。

　

住
民
や
関
係
者
の
皆
さ
ん
方
と
一

緒
に
夏
祭
り
を
創
り
あ
げ
る
喜
び
を

分
か
ち
合
い
、子
供
た
ち
が
祭
り
の
楽

し
い
体
験
と
思
い
出
を
と
お
し
て
、
六

甲
ア
イ
ラ
ン
ド
を
誇
れ
る
故
郷
と
思
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
で
あ

り
続
け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
共
、
住
民
参
加
型
の
六
甲
ア

イ
ラ
ン
ド
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
イ
ベ
ン

ト
を
目
指
し
ま
す
。

⑵
夏
休
み
ラ
ジ
オ
体
操

　

夏
休
み
の
子
供
た
ち
の
楽
し
み
の

行
事
で
あ
り
、よ
り
多
く
の
子
供
た
ち

に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、
住
民
の

方
々
の
ご
協
力
を
仰
ぎ
、よ
り
多
く
の

子
供
た
ち
の
参
加
を
促
し
ま
す
。

⑶
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
で
フ
レ
ン
ド
リ
ー

な
芸
術
文
化
都
市
・
六
甲
ア
イ
ラ
ン

ド
に
は
、
プ
ロ
の
演
奏
家
だ
け
で
な

く
、多
種
多
様
な
ご
趣
味
を
持
つ
住
民

の
方
々
が
お
住
ま
い
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

出
演
さ
れ
ま
す
。

　

運
営
ス
タ
ッ
フ
も
全
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、出
演
、運
営
、観
客
と
違
い
は
あ
っ

て
も
、
み
な
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
を
愛
す

る
者
同
士
、拍
手
と
歓
声
に
包
ま
れ
た

感
動
の
ス
テ
ー
ジ
を
ご
一
緒
に
創
り
あ

げ
、そ
し
て
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

⑷
シ
テ
ィ
ヒ
ル
ウ
オ
ー
ク

　

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
祭
り
の
期
間
中
に
併

行
し
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
の
春
を
告
げ
る

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
住
民
の
方
々
に
よ

り
親
し
ま
れ
る
イ
ベ
ン
ト
を
目
指
し

ま
す
。

　
「
住
み
や
す
く
美
し
い
街
、
六
甲
ア

イ
ラ
ン
ド
を
自
分
た
ち
の
手
で
」
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
環
境
部
は
「
人
」
と

「
心
の
つ
な
が
り
」
を
大
切
に
し
な
が

ら
今
期
も
活
動
を
充
実
さ
せ
て
参
り

ま
す
。

⑴
桜
並
木
の
既
存
木
と
新
植
木
、

　

及
び
桜
の
公
園
に
新
た
に
植
樹　

　

さ
れ
る
木
の
生
育
を
見
守
る
。

⑵
7
月
23
日
：
夏
の
街
路
灯
点
検

　

12
月
3
日
：
冬
の
街
路
灯
点
検

⑶
5
月
28
日
：
東
灘
区
内
一
斉
清
掃

　
（
春
の
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
）

　

11
月
26
日
：
東
灘
区
内
一
斉
清
掃

　
（
秋
の
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
）

⑷
住
宅
区
域
の
歩
道
敷
石
の
危
険

　

箇
所
調
査
。

⑸「
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
は
ポ
イ
捨
て
ゼ

　

ロ
の
ま
ち
」キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
、
1
月

　

を
除
く
毎
月
第
一
月
曜
朝
に
実
施
。

　

街
路
灯
点
検
で
は
、
不
具
合
が
頻

発
す
る
箇
所
を
特
定
し
て
東
部
建
設

事
務
所
に
原
因
調
査
と
対
応
を
求
め

ま
す
。区
内
一
斉
清
掃
で
は
、
参
加
さ

れ
る
住
民
の
方
々
が
一
体
感
を
味
わ

え
、楽
し
く
活
動
で
き
る
よ
う
な
工
夫

を
し
て
参
り
ま
す
。

　

住
宅
区
域
歩
道
敷
石
に
つ
い
て
は
、

生
活
者
の
目
線
で
危
険
箇
所
を
調
査

し
、東
部
建
設
事
務
所
と
協
議
、補
修

を
依
頼
し
ま
す
。住
民
の
皆
様
に
は
、

危
険
を
感
じ
ら
れ
る
場
所
等
の
情
報

を
情
報
交
流
セ
ン
タ
ー
へ
お
持
ち
よ

り
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
「
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
は
ポ
イ
捨

て
ゼ
ロ
の
ま
ち
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、

従
来
か
ら
の
活
動
を
持
続
さ
せ
な
が

ら
、
地
域
振
興
会
を
通
じ
て
周
辺
企

業
と
の
連
携
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

2
0
1
1
年
以
降
、
南
海
ト
ラ
フ

地
震
・
津
波
を
想
定
し
た
減
災
に
努

め
、
事
前
の
対
策
、
発
災
時
の
対
応
、

避
難
所
運
営
ゲ
ー
ム
を
利
用
し
た
被

災
生
活
時
の
想
定
な
ど
を
行
っ
て
き

ま
し
た
が
、
今
期
も
新
し
く
防
災
担

当
と
な
ら
れ
た
街
区
担
当
者
と
共
に

各
課
題
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

⑴
重
点
目
標
は
『
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

の
組
織
づ
く
り
』『
災
害
時
要
援
護

　

者
の
把
握
』『
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

　

見
直
し
』と
し
ま
す
。

⑵「
防
災
担
当
者
会
議
」
を
8
回
実
施

　

し
、
街
区
間
の
情
報
交
換
と
防
災

　

意
識
の
高
揚
を
図
り
ま
す
。

⑶
2
0
1
8
年
1
月
17
日
の
平
日
に

　

全
戸
一
斉
防
災
訓
練
実
施
を
検
討

　

し
ま
す
。

⑷
防
災
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
連
携
し

　

て
ジ
ュ
ニ
ア
や
中
学
生
の
防
災
活

　

動
を
応
援
し
ま
す
。

⑸
防
犯
面
で
は
、
東
灘
警
察
署
生
活

　

安
全
課
と
も
連
携
し
、
自
転
車
盗

　

難
予
防
、
年
末
特
別
警
戒
な
ど
の

　

活
動
を
進
め
ま
す
。

◆ 

５
月
１３
日（
土
）〜
２８
日（
日
）　　

　

第
６
回
バ
ラ
祭
り

◆ 

５
月
２８
日（
日
）

　

春
の
ク
リ
ー
ン
大
作
戦

◆ 

６
月
１１
日（
日
）

　

第
２５
期
自
治
会
総
代
会

◆ 

７
月
２3
日（
日
）

　

街
路
灯
点
検

◆ 

７
月
27
日（
木
）〜
３１
日（
月
）

　

ラ
ジ
オ
体
操（
前
期
）

◆ 

８
月
２2
日（
火
）〜
３１
日（
木
）

　

ラ
ジ
オ
体
操（
後
期
）

◆ 

８
月
２6
日（
土
）

　

第
30
回
Ｒ
Ｉ
Ｃ
サ
マ
ー
イ
ブ
ニ
ン

　

グ
・
カ
ー
ニ
バ
ル

◆ 

１１
月
19
日（
日
）

　

第
15
回
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

◆ 

１１
月
２6
日（
日
）

　

秋
の
ク
リ
ー
ン
大
作
戦

第
26
期
（
２
０
１
7
年
度
）
事
業
計
画（
案
）

　
「
ま
ち
び
ら
き
30
周
年
の
記
念
事

業
」と
し
て
、
当
自
治
会
で
は
記
念
式

典
を
始
め
サ
マ
ー
イ
ブ
ニ
ン
グ
・
カ
ー

ニ
バ
ル
、
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
ク

リ
ー
ン
大
作
戦
等
に
「
リ
ッ
く
ん
」
を

登
場
さ
せ
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
て

行
き
ま
す
。

　

大
阪
湾
岸
道
路
西
伸
部
（
六
甲
ア

イ
ラ
ン
ド
地
区
）協
議
会
で
は
環
境
測

定
結
果
等
に
基
づ
く
道
路
構
造
の
設

計
や
遮
音
壁
の
形
状
等
に
つ
い
て
環

境
基
準
を
満
足
す
る
よ
う
に
協
議
し

て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、当
自
治
会
の
緊
急
の
課
題
で

あ
る
1
0
0
0
年
に
一
度
起
こ
る
と
い

わ
れ
て
い
る
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
へ

の
備
え
で
す
。今
期
は
「
何
時
起
き
て

も
対
応
で
き
る
体
制
づ
く
り
」を
目
指

し
て
、
平
日
を
想
定
し
た
防
災
演
習

を
実
施
し
ま
す
。

　

当
自
治
会
の
活
動
の
基
本
は
各
々

の
管
理
組
合
を
通
じ
て
の
活
動
に

な
っ
て
い
ま
す
。各
々
の
管
理
組
合
内

で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
る

こ
と
で
当
自
治
会
の
活
動
も
活
発
に

な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。今
後
と
も

『
住
民
の
創
意
に
よ
り
活
気
と
魅
了
あ

る
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
』を
目

標
に
行
動
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
皆
様

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
六
ア
イ
情
報
・
交
流
セ
ン

タ
ー（
愛
称
：
m
a
c
h
i 

e
）を
運

営
す
る
ま
ち
か
ど
ネ
ッ
ト
で
は
寄
せ

ら
れ
た「
ま
ち
の
声
」を
踏
ま
え
、ゴ
ミ

出
し
等
、
生
活
面
の
支
援
を
地
域
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
力
で
行
う
仕
組
み
を
今

年
度
新
た
に
創
設
す
る
計
画
と
の
こ

と
で
す
。高
齢
者
を
主
体
と
す
る
、
こ

う
し
た
生
活
面
の
困
り
事
の
解
決
に

当
た
っ
て
、ま
ず
は
各
街
区
内
で
の
対

応
が
基
本
と
考
え
ら
れ
ま
す
。仕
組
み

の
創
設
に
関
し
て
、各
街
区
管
理
組
合

の
ご
意
見
・
ご
協
力
を
仰
ぐ
こ
と
も

あ
り
ま
す
の
で
、
各
街
区
の
皆
様
の
ご

支
援
を
併
せ
て
お
願
い
す
る
次
第
で

す
。

　

今
期
の
具
体
的
な
活
動
内
容
は

各
々
専
門
部
か
ら
報
告
し
ま
す
。

　

役
員
会
等
の
円
滑
な
議
事
進
行
と
、

よ
り
分
か
り
や
す
く
意
思
の
疎
通
・

活
発
な
討
議
・
意
思
決
定
が
行
わ
れ

る
よ
う
に
活
動
し
て
参
り
ま
す
。そ
の

た
め
に
更
に
Ｉ
Ｔ
等
を
活
用
し
た
会

議
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
従
来
の
各
街
区
役
員
の
異

動
情
報
更
新
、会
議
の
案
内
、議
事
録

作
成
及
び
自
治
懇
へ
の
意
見
集
約
な

ど
、
丁
寧
に
実
施
し
な
が
ら
、
以
下
事

項
を
重
点
と
し
て
引
き
続
き
取
り
組

み
ま
す
。

⑴ 「
年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
表
」の
継
続

　

提
供

　

自
治
会
活
動
と
各
街
区
管
理
組
合

理
事
会
が
細
か
に
連
携
で
き
る
よ
う

な
年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
表
と
詳
細
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
表
が
整
備
で
き
ま
し
た
の

で
、こ
れ
に
よ
り
各
専
門
部
と
各
街
区

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
な
ど
が
早
め
に

実
施
で
き
る
な
ど
の
効
果
を
見
込
み

ま
す
。

⑵「
新
任
役
員
向
け
懇
話
研
修
会
」の

　

開
催

　

総
務
部
が
事
務
局
と
な
り
、
研
修

会
の
開
催
を
進
め
ま
す
。こ
れ
に
よ
り

各
々
役
員
間
の
意
思
疎
通
・
情
報
共

有
を
図
る
と
と
も
に
、新
任
役
員
の
皆

様
が
参
加
し
や
す
い
自
治
会
の
実
現

を
目
指
す
と
と
も
に
、
将
来
の
担
い
手

づ
く
り
に
繋
げ
て
参
り
ま
す
。

⑶
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
活
用

　

広
報
部
と
連
携
し
、
役
員
会
案
内
、

出
欠
通
知
、議
事
録
掲
載
、役
員
会
資

料
の
蓄
積
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

　

皆
様
に
自
治
会
を
よ
り
一
層
身
近

に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
自
治
会

の
活
動
及
び
行
事
を
中
心
に
広
報
活

動
を
行
い
ま
す
。

⑴
情
報
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
・
第
５
版
の

　

発
行

　

前
期
よ
り
準
備
し
て
参
り
ま
し
た

情
報
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
・
第
５
版
を
２

０
１
８
年
１
月
頃
に
発
行
い
た
し
ま

す
。ま
ち
び
ら
き
30
周
年
、
紙
面
を
４

ペ
ー
ジ
増
や
し
、
住
民
の
皆
様
に
役
に

立
つ
情
報
誌
を
目
指
し
ま
す
。

⑵
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
自
治
会
活

　

動
の
情
報
発
信

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、f
a
c
e
b
o
o
k

を
通
じ
て
情
報
発
信
を
行
い
、自
治
会

活
動
に
よ
り
一
層
の
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
く
た
め
、
掲
載
内
容
の
充
実
を

図
り
ま
す
。

⑶
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
だ
よ
り
の
発
行

　
（
年
間
５
回
を
予
定
）

　

昨
年
と
同
様
の
発
行
回
数
と
し
ま

す
。発
行
ご
と
に
新
た
に
テ
ー
マ
を
決

め
、よ
り
身
近
で
興
味
あ
る
島
内
の
新

鮮
な
情
報
を
発
信
し
ま
す
。

⑷
自
治
会
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
開
催

　

今
期
も
開
催
し
、
優
秀
作
品
は
情

報
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
へ
の
掲
載
を
考
え
て

お
り
ま
す
。住
民
の
皆
様
に
親
し
ま
れ

る
楽
し
い
コ
ン
テ
ス
ト
に
し
ま
す
。今

期
は
情
報
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
へ
の
採
用
も

考
慮
し
、募
集
期
間
を
早
め
に
い
た
し

ま
す
。

　

事
業
部
が
中
心
と
な
り
、
自
治
会

全
体
で
以
下
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

て
い
き
ま
す
。

　

特
に
、
R
I
C
サ
マ
ー
イ
ブ
ニ
ン

グ
・
カ
ー
ニ
バ
ル
と
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
の
開
催
に
あ
た
っ
て
は
、各
街
区

第
26
期
自
治
会
活
動
方
針

1

各
専
門
部
活
動
計
画

2◎
総
務
部

◎
生
活
安
全
部

◎
環
境
部

◎
事
業
部

◎
広
報
部

自
治
会
主
催
の
主
要
行
事

（
予
定
）

3

監査報告書

１．会計監査
　２０１7年４月５日、帳簿、通帳、証拠書類等について監査の結果、帳簿の
記入、通帳や証書、証拠書類の整理・保管、現金の出納は確実に処理されて
おり、第２5期（2016年4月1日から2017年3月31日まで）の会計は収支
ともに適正に執行されていることを認めましたので、ここに報告いたします。

監査の対象
①第２5期　六甲アイランドＣＩＴＹ自治会　一般会計収支
②第２5期　夏祭り特別会計収支

２．事業（業務）監査
　私達は、毎月開催される役員会ならびに執行役会議に出席し、第２5
期の自治会活動についてその執行の状況を監査しました。その結果、規
約及び事業計画に逸脱する点は認められませんでしたので、ここに報告
します。

監査の対象
①第２5期　自治会活動全般
②第２5期　役員会議事録　他

六甲アイランドCITY自治会
監事　　　西名　宏一　　印

監事　　　増田　弘　　　印

第25期会計報告及び監査報告
（１）一般会計収支（2016年4月1日～2017年3月31日）
◆収入の部 単位：円

科　　目 第25期予算額 第25期決算額 摘　　　　　　　要

収 入 計

2,424,297
11,466,000

0
80,000

2,424,297
11,116,050

0
250,746

13,970,297 13,791,093

予算 6,370戸⇒実績 6,175 戸 

利子、文化フェスティバル参加費、他

◆支出の部

支 出 計

110,000
1,200,000
250,000
1,200,000

0
100,000
1,000,000
250,000
150,000
800,000
260,000
750,000
600,000
2,500,000
3,600,000
50,000
400,000
400,000
300,000
50,297

91,006
830,250
227,126
976,916

0
57,928
574,502
202,300
116,102
904,519
240,000
750,000
600,000
2,500,000
3,600,000
38,689
331,220

0
0
0

13,970,297

収 支 差 額 1,750,535 次年度繰越金0

12,040,558

前 年 度 繰 越 金
自 治 会 費
各 種 助 成 金
雑 収 入

総 代 会 関 連
広 報 発 行 費
ラジオ体操関連費
事 業 活 動 費

青 年 部
会 議 費
防犯防災活動費
渉 外 費
通 信 費
事 務 費
分 担 金
助 成 金
ふれあい会館運営費
修 繕 積 立 金
夏祭り会計負担費
ホームページ運営費
バ ラ 祭 り
時 計 修 理 費 用
情報ハンドブック制作準備費
予 備 費

議案書、ポスター等
六甲アイランドだより発行（第７２～７６号）

シティヒルウォーク、クリーン大作戦、文化フェスティバル
フォトコンテスト、バラ園維持管理等

休部中
役員会、研修会等
警察官立寄り所・防災訓練
市・区他
郵送料、振込手数料、交通費他
コピー機使用料、用紙代
赤い羽根、歳末助け合い、防犯協会、地域振興会 他
RICコミュニティライブラリー、まちかどネット 他

ふれあい会館・修繕積立金特別会計へ

当期は実施に至らず
当期の発生なし

◆ 

12
月
３
日（
日
）

　

街
路
灯
点
検

◆ 

12
月
２８
日（
木
）〜
３０
日（
土
）　　

　

年
末
特
別
警
戒

◆ 

１
月
１４
日（
日
）

　

震
災
メ
モ
リ
ア
ル 

ウ
ォ
ー
ク
＆
ラ
ン

◆ 

１
月
１７
日（
水
）

　

第
８
回
全
戸
一
斉
防
災
訓
練

◆ 

４
月
１
日（
日
）

　

シ
テ
ィ
ヒ
ル
ウ
ォ
ー
ク

　
（
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
祭
り
開
催
期
間
中
）

会
長　
　
　
　
　

實
光　

良
夫

副
会
長　
　
　
　

宮
脇　

貴
栄

副
会
長　
　
　
　

柏
井　

敏
介

総
務
部
長　
　
　

松
本　

啓
二

副
部
長　
　
　
　

熊
谷　

義
幸

副
部
長　
　
　
　

吉
田　

昌
代

生
活
安
全
部
長　

重
友　

正
一

副
部
長　
　
　
　

酒
井　

匠

環
境
部
長　
　
　

金
堂　

要　
（
新
任
）

副
部
長　
　
　
　

世
羅　

正
行

副
部
長　
　
　
　

川
原　

清
明（
新
任
）

事
業
部
長　
　
　

岸
本　

哲
司

副
部
長　
　
　
　

高
寺　

正

広
報
部
長　
　
　

安
達　

澄
男

副
部
長　
　
　
　

塩
野　

知
子

副
部
長　
　
　
　

髙
木　

政
幸

会
計　
　
　
　
　

吉
田　

昌
代

監
事　
　
　
　
　

西
名　

宏
一

監
事　
　
　
　
　

増
田　

弘

　

各
街
区
別
の
役
員
候
補
者
は
、
別
紙

の
通
り
で
す
。

　

な
お
、
以
下
の
３
名
の
方
々
は
、
本
総

会
終
了
時
を
以
て
退
任
さ
れ
ま
す
。

顧
問　
　
　
　
　
　

前
野　

正
美
さ
ん

生
活
安
全
部 

副
部
長　

久
保　

俊
祐
さ
ん

事
業
部　

副
部
長　

櫻
井　

弘
美
さ
ん

西名

増田

単位：円
科　　目 摘　　　　　　　要

2,000,000 2,000,000 変動なし災害時対策準備金積立

（２）災害時対策準備金特別会計　（2016年4月1日～2017年3月31日）
期　　首 期　　末

第
26
期

執
行
役
・
役
員
承
認
の
件

（1） 

執
行
役 

候
補
者

（2） 

監
事  

候
補
者

（3） 

役
員  

候
補
者

②　2017（平成29年）年5月26日（金）③　2017（平成29年）年5月26日（金）

(*1) 協賛金 (3,255,000円)＝特別協賛 (1,600,000円)+出店協賛(1,655,000円)
(*2) 雑収入 (10,146円)＝祭り当日祝い金 (10,000円)+利息 (146円)
(*3)その他 (4,536円)＝振込手数料 (7件 2,484円)+証明手数料 (432円)+釣銭両替手数料 (1,620円)

科　　目 第25期予算額 第25期決算額 摘　　　　　　　要

（３）夏祭り特別会計決算　（2016年4月1日～2017年3月31日）
◆収入の部 単位：円

科　　目 第25期予算額 第25期決算額 摘　　　　　　　要

収 入 計

266,099
3,600,000
3,200,000
500,000
853,000
901

266,099
3,600,000
3,255,000
500,000
906,954
10,146

8,420,000 8,538,199

収 支 差 額 次年度繰越金137,6040

◆支出の部

設 備 費
看 板・標 識 費
司 会 進 行 費
運 営 費
広 告 宣 伝 費
弁 当、飲 料 他
助 成 金
（子供みこし運営関係）

企 画 渉 外 費
道路使用申請手続
そ の 他
予 備 費
支 出 計

5,110,000
185,000
345,000
1,390,000
190,000
455,000

160,000

325,000
105,000
5,000

150,000

5,199,282
193,860
405,470
1,480,330
137,700
437,225

140,000

324,000
78,192
4,536
0

8,420,000 8,400,595

雨天時テント仮設他

前 年 度 繰 越 金
自 治 会 分 担 金
協 賛 金
六甲アイランド基金
模 擬 店 売 上 金
雑 収 入

(*1)

(*2)

(*3)

▲文化フェスティバル▲RICサマーイブニング・カーニバル ▲震災メモリアル・ウォーク＆ラン

写
真
で
振
り
返
る

昨
年
の
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
C
I
T
Y

自
治
会
の
主
な
行
事



◆収入の部 単位：円

科　　目 第25期決算額 第26期予算額 摘　　　　　　　要

収 入 計

2,424,297
11,116,050

0
250,746

1,750,535
11,520,000

0
130,000

13,791,093 13,400,535

実績6,175 戸→予算6,400戸

利子、文化フェスティバル参加費、他

収 支 差 額 01,750,535

◆支出の部

支 出 計

91,006
830,250
227,126
976,916

0
57,928
574,502
202,300
116,102
904,519
240,000
750,000

600,000
2,500,000
3,600,000
38,689
331,220

0
0
0

100,000
1,000,000
230,000
1,100,000

200,000
80,000
700,000
210,000
150,000
900,000
250,000
450,000

600,000
1,500,000
3,700,000
40,000
400,000
400,000
1,350,000
40,535

12,040,558 13,400,535

六甲アイランドだより発行

警察官立寄り所、新街区防災工具
役員会、役員研修会等

市・区他
郵送料、振込手数料、交通費他
コピー機使用料、用紙代
赤い羽根、年末助け合い、防犯協会、地域振興会
RICコミュニティライブラリー 20万円、
まちかどネット20万円、チューリップ 5万円

劣化状況に鑑みながら実施検討を図る
第26期にハンドブック発行予定

情報関連

議案書、ポスター等

シティヒルウォーク、クリーン大作戦、文化フェスティバル、
フォトコンテスト、バラ園維持管理等

収 支 差 額 0137,604

◆支出の部
設 備 費
看 板・標 識 費
司 会 進 行 費
運 営 費
広 告 宣 伝 費
弁 当、飲 料 他
助 成 金
企 画 渉 外 費
道路使用申請手続
そ の 他
予 備 費

支 出 計

5,200,000
190,000
405,000
1,480,000
137,000
440,000
150,000
325,000
78,000
5,000
90,000

8,400,595 8,500,000

総 代 会 関 連
広 報 発 行 費
ラジオ体操関連費
事 業 活 動 費

３０周年記念事業費
会 議 費
防 犯 防 災 活 動 費
渉 外 費
通 信 費
事 務 費
分 担 金
助 成 金

ふれあい会館運営費
修  繕  積  立  金
夏祭り会計負担費
ホームページ運営費
バ ラ 祭 り
時 計 修 理 費 用
情報ハンドブック制作費用
予 備 費

前 年 度 繰 越 金
自 治 会 費
各 種 助 成 金
雑 収 入

第26期予算（案）

④　2017（平成29年）年5月26日（金） 第77号

◆収入の部
科　　目 予算額 決算額 摘　　　　　要

収 入 合 計

50,333
236,000
666,000
902,000
4,500,000
500,000
1,000

50,333
236,000
666,000
902,000
4,500,000
500,000

33

5,953,333 5,952,366

収 支 差 額 95,505

繰 越 金 95,505

◆支出の部

現預金残高（平成29年３月31日現在）

図 書 購 入 費
館 内 維 持 費
事務所経費・管理運営ボランティア費
催 事 な ど 活 動 費
夕やけ文庫運営費
什 器、備 品 等
予 備 費 等

支 出 計

1,080,000
2,334,000
2,380,000
10,000
40,000
30,000
79,333

1,137,787
2,333,664
2,342,380
1,508
40,000
1,522
0

5,953,333 5,856,861

電話ＦＡＸ インターネット 消耗品他

みなと銀行（普通）

積 立 金 定 期 預 金

普 通 預 金

2,529,679 みなと銀行

102,757 ゆうちょ銀行

前 期 繰 越 金
学校施設開放  運営費、図書購入費
補 助 金 管理者報酬
　　　　　　小 計
公益信託神戸六甲アイランド基金
自 治 会 助 成 金
雑 収 入、利 息 等

第20期　平成28年度　R I C コミュニティ ライブラリー
会計報告書（平成28年4月～平成29年3月）　　　　　

（１）一般会計予算（2017年4月1日～2018年3月31日）

ＲＩＣふれあい会館会計及び 監査報告書
第17期(平成28年度)
◆収入の部 単位：円単位：円

(参考資料1)(参考資料2)

科　　目 平成28年度決算 平成29年度予算
前 年 度 繰 越 金
運 営 費
雑 収 入
施 設 使 用 料
受 講 料
交 付 金
収 入 合 計

0
1
2
3
4
5

737,031
600,000
115,534
1,380,750
57,300
100,000
2,990,615

640,416
600,000 
120,000 
1,350,000 
60,000 
100,000
2,870,416

◆支出の部

◆資産の部
現 金
小 口 現 金
普 通 預 金
合 計

定 期 預 金

21,453 
29,000 
589,963
640,416

12,500,000

広 報 費
旅 費 交 通 費
通 信 費
消 耗 品 費
事 務 費
水 道 光 熱 費
保 守 契 約 料
リ ー ス 料
ボランティア活動費
事 業 費
雑 費
備 品 費
管 理 費
保 険 料
営 繕 費
修 繕 積 立 金
予 備 費
1～17 支 出 合 計

収 支 差 額

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17

0 
0 

93,055
31,213
1,859 

469,625
0 

30,043
773,272 
130,442
30,370
55,360
157,680 
77,280 

0
500,000 

0
2,350,199

640,416

20,000 
20,000 
100,000 
50,000 
10,000 
500,000 

0 
50,000 
800,000 
150,000 
50,000 
150,000 
200,000 
100,000 
100,000 
500,000 
70,416

2,870,416

0 
（収支差額）

☆H2８年度はふれあい会館の会計から¥500,000を、自治会の会計から
 　¥2,500,000を修繕積立金特別会計の定期預金に積立てました。
☆H29年度はふれあい会館の会計から￥500,000を、自治会の会計から
 　¥1,500,000を修繕積立金特別会計の定期預金に積み立てます。
上記会計監査の結果、本書記載の通り適正に処理されている事を認めます。

☆

お問い合わせ先
六甲アイランドCITY自治会

（RICふれあい会館）  広報部まで
TEL ８５７-７３７５   FAX ８５７-７３７６
E-MAIL  ric-jichikai@ricv.zaq.ne.jp

以下  参考資料

今年度は新たな積立ては計画せず
科　　目 期    首 期　　末 摘　　　　　　　要

2,000,000 2,000,000災害時対策準備金積立

（２）災害時対策準備金特別会計予算（2017年4月1日～2018年3月31日）

◆収入の部 単位：円

科　　目 第25期決算額 第26期予算額 摘　　　　　　　要

収 入 計

266,099
3,600,000
3,255,000
500,000
906,954
10,146

137,604
3,700,000
3,260,000
500,000
900,000
2,396

8,538,199 8,500,000

前 年 度 繰 越 金
自 治 会 分 担 金
協 賛 金
六甲アイランド基金
模 擬 店 売 上 金
雑 収 入

（３）夏祭り特別会計予算（2017年4月1日～2018年3月31日）

単位：円

雨天時テント仮設他

子供神輿製作補助金（10千円／街区）

（修繕積立金特別会計）

監事　西名　宏一平成29年4月5日

利息

和書660冊　洋書108冊

20周年記念催事

パソコン処分費用

上記　第２０期平成２８年度　会計報告を監査した結果適正であることを報告いたします
会計監査委員　　馬場　和美　　㊞
会計監査委員　　兵頭　郁子　　㊞

平成29年4月4日

5,199,282
193,860
405,470
1,480,330
137,700
437,225
140,000
324,000
78,192
4,536
0

R I C コミュニティ ライブラリー

４月末に開催されたウェルカムフェスティバル
で30周年記念のロゴマークとキャラクターが
お披露目されました。「リッくん」は今後のイ
ベントに数多く出てくれます。いっしょにこの
街を盛り上げていきたいと思います。

(*1) 協賛金(3,260,000円)＝特別協賛 (1,600,000円)+ 出店協賛 (1,660,000円)

(*1)

30周年記念
六甲ライナー
ヘッドマーク

「リッくん」初お披露目
（ウェルカムフェスティバルにて）

　第６回六甲アイランド バラ祭りを５月１３日（土）から開催してい
ます。初日のオープニングセレモニーは天候が危ぶまれましたが、
開始前には回復し、盛大に催すことができました。今年は、六甲ア
イランドまちびらき「３０周年記念」で、先月デビューをはたしたば
かりの「リッくん」にも参加していただきました。ワインと音楽のつ
どいでは、シャンソン歌手二人の歌声と向洋中学生のヴァイオリン
演奏に、お客さまはワインに酔うのではなく、歌と演奏に酔いしれ
ておられたようです。フィナーレは出演者全員に白砂教授も加わり、
豪華な伴奏でお客さまもいっしょに「野ばら」の大合唱でした。
　来年も「野ばら」を歌って、バラ祭りのテーマミュージックにした
ら良いなとの声が多く聞こえてきました。

第６回六甲アイランド バラ祭り

出演者全員で「野ばら」を大合唱

「リッくん」も
バラの前で記念撮影 バラ園

14,500,000
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